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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
【化１】

式中、Ｒ１はメチル基であり、Ｒ２は式ＩＩ
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【化２】

で表される基であり、破線部を含む二重結合は、単結合であることができる、
で表される化合物。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物１、２および３：
【化３】

【請求項３】
　ゴマダラカミキリ雌成虫の鞘翅のエーテル抽出物の酢酸エチル画分に含まれる成分を含
むゴマダラカミキリの性刺激剤であって、前記酢酸エチル画分に含まれる成分としては、
請求項２に記載の化合物３を含む、ゴマダラカミキリの性刺激剤。
【請求項４】
　請求項２に記載の化合物１および２、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘキサコ
サン、４－メチルオクタコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサン、１５
－メチルヘントリアコンタン、１５－メチルトリトリアコンタン、１０－ヘプタコサノン
、（Ｚ）－１８－ヘプタコセン－１０－オン、（１８Ｚ，２１Ｚ）－１８，２１－ヘプタ
コサジエン－１０－オンおよび（１８Ｚ，２１Ｚ，２４Ｚ）－１８，２１，２４－ヘプタ
コサトリエン－１０－オンからなる群からの１種または２種以上をさらに含む、請求項３
に記載のゴマダラカミキリの性刺激剤。
【請求項５】
　請求項３または４に記載のゴマダラカミキリの性刺激剤を有効成分として含む、ゴマダ
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ラカミキリ防除材。
【請求項６】
　さらに殺虫活性成分を含む、請求項５に記載のゴマダラカミキリ防除材。
【請求項７】
　ゴマダラカミキリの性刺激剤を塗布したゼラチンカプセル、ガラス片、金属片またはプ
ラスチック片を含む、請求項５または６に記載のゴマダラカミキリ防除材。
【請求項８】
　ゴマダラカミキリの性刺激剤を含浸した不撚布またはスポンジ状物体を含む、請求項６
に記載のゴマダラカミキリ防除材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、３－オキサビシクロ［３．３．０］オクタン骨格を有する化合物およびその
使用に関し、とくに該化合物を有効成分として含むゴマダラカミキリの防除あるいは発生
予察のために有効な性刺激剤等の生理活性剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光学活性体は、生命科学分野において極めて重要な研究材料である。なぜなら、生態に
関与する酵素や受容器は、一般にエナンチオ選択的に反応するからである。
　したがって、天然型鏡像体のみならず、その対掌体やジアステレオマーを用いることに
よって、特定の生理活性物質を受容する受容器と活性物質との相互作用の立体選択性に関
する知見を得ることができる。
【０００３】
　しかしながら、光学活性体を高純度で合成することは必ずしも容易ではない。したがっ
て、ある特定の光学活性体に対して、極力少ない工程数によって該光学活性体を合成する
ことが常に希求されている。
【０００４】
　前記のような少ない工程数による光学活性体の合成においては、その前駆体としての他
の光学活性体が必須である。
　例えば、抗腫瘍活性物質の一種であるサルコマイシンの合成は、シクロサルコマイシン
を用いることによって、下記のように簡便に行えることが知られている。
【化４】

【０００５】
　また、抗生物質であるメチレノマイシンやそのエピマーであるエピメチレノマイシンの
合成においても、光学活性体が用いられる。
【０００６】
　上記は前駆体としての光学活性体を用いることによる、目的物である光学活性体を合成
する合成例である。しかしながら、上記のような前駆体としての光学活性体自体の合成が
困難である場合には、このような光学活性体の簡便な合成は行い得ない。前記シクロサル
コマイシンを用いたサルコマイシンの合成においても、シクロサルコマイシンは多段階の
化学合成によってのみ得られているのが現状である
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【０００７】
　一方、特定の光学活性体が、生物によって生合成されていることが知られている。昆虫
の各種フェロモン成分がその例である（非特許文献１）。
　しかしながら、生合成された光学活性体の合成量は極めて微量であることが多い上に、
その構造が複雑であるため、生物活性を有する光学活性体の前駆体として用い得る光学活
性体を見いだすことは、必ずしも容易ではない。
【０００８】
　以上のとおり、医薬、農薬分野等において、新たな光学活性体に対する多大なるニーズ
が存在している反面、そのニーズを満たすに足る、新たな光学活性体の供給はなされてい
ないのが現状である。
【０００９】
　一方、最近多くの害虫について、性フェロモンの化学構造が明らかにされ、誘引性の性
フェロモンを用いて害虫の発生消長調査や交信撹乱法などによる害虫防除が実施されるよ
うになっている。
【００１０】
　フェロモンを利用した害虫防除法は、該フェロモンによって防除対象害虫を誘殺あるい
は正常な生殖行動を攪乱することによって対象害虫を防除するものである。該方法は、対
象害虫以外の生物に対する安全性の面等において、優れた方法である。
【００１１】
　フトカミキリ亜科に属するゴマダラカミキリは、幼虫が柑橘類やプラタナスなど多種の
木本植物の幹部及び地下部に食入して形成層付近を食害すると共に羽化した成虫が茎葉部
を食害することによって、樹勢を著しく弱め、枯死に至らしめることも珍しくない、これ
らの植物に対する大害虫である。しかもゴマダラカミキリは、発生時期が数ヶ月と長期に
わたる上、産卵が樹皮下になされるので殺虫剤による防除が困難である。また、果樹や街
路樹に対する殺虫剤の使用には多くの制限がある。従って、ゴマダラカミキリを効果的に
防除するためにも、殺虫剤に代わる新たな防除手段を開発する必要があり、フェロモンは
ゴマダラカミキリ防除の有効な資材になる可能性がある。
【００１２】
　ゴマダラカミキリに関しては、本出願人らの出願による１５－メチルヘントリアコンタ
ンおよび／または４－メチルオクタコサンを活性成分として含有する性刺激剤に係る発明
が特許第３０７９２５９号として、既に特許付与されている（特許文献１）。
　また、これら以外の炭化水素類、すなわち、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘ
キサコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサンおよび１５－メチルヘント
リトリアコンタンならびに１０－ヘプタコサノン等も、ゴマダラカミキリ雌性フェロモン
の成分であることが明らかになっている（例えば特許文献２）。
【００１３】
　しかしながら、ゴマダラカミキリの雌性フェロモンは、上記活性成分以外にも活性成分
を含むものであると考えられていた。したがって、該未同定成分の特定、およびそれらの
合成方法の確立が望まれていた。
【００１４】
【特許文献１】特開平１１－８００３９
【特許文献２】特願２００２－０６４７６３明細書
【非特許文献１】森謙治、「生物活性天然物の不斉合成」、化学と生物、１９９４年、第
３２巻、第２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、本発明の課題は、上記各問題点に鑑み、新規な光学活性体を提供すること
、およびゴマダラカミキリの性刺激剤のための新規化合物およびそれを用いた性刺激剤を
提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明者らは、上記事情に鑑み鋭意研究を行う中で、ゴマダラカミキリの雌性フェロモ
ンが３つの化合物群によって構成され、驚くべきことに、その１群には極めて特徴的な光
学活性な新規化合物群が含有されていることを見出し、当該物質の同定に成功するととも
に、それらがゴマダラカミキリに対する優れた性刺激活性を有することを見出し、さらに
研究を進めた結果、本発明を完成するに至った。
【００１７】
　すなわち、本発明は、式Ｉ
【化５】

式中、Ｒ１はメチル基であり、Ｒ２は式ＩＩ
【化６】

で表される基であり、破線部を含む二重結合は、単結合であることができる、
で表される化合物に関する。
【００１８】
　さらに、本発明は、化合物１、２および３に関する：
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【化７】

【００１９】
　また、本発明は、前記化合物３を有効成分として含む、ゴマダラカミキリの性刺激剤に
関する。
　さらに、本発明は、前記化合物１および２、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘ
キサコサン、４－メチルオクタコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサン
、１５－メチルヘントリアコンタン、１５－メチルトリトリアコンタン、１０－ヘプタコ
サノン、（Ｚ）－１８－ヘプタコセン－１０－オン、（１８Ｚ，２１Ｚ）－１８，２１－
ヘプタコサジエン－１０－オンおよび（１８Ｚ，２１Ｚ，２４Ｚ）－１８，２１，２４－
ヘプタコサトリエン－１０－オンからなる群からの１種または２種以上をさらに含む、前
記ゴマダラカミキリの性刺激剤に関する。
【００２０】
　またさらに、本発明は、前記ゴマダラカミキリの性刺激剤を有効成分として含む、ゴマ
ダラカミキリ防除材に関する。
　また、本発明は、さらに殺虫活性成分を含む、前記ゴマダラカミキリ防除材に関する。
　さらに、本発明は、ゴマダラカミキリの性刺激剤を塗布したゼラチンカプセル、ガラス
片、金属片またはプラスチック片を含む、前記ゴマダラカミキリ防除材に関する。
　そして、本発明は、ゴマダラカミキリの性刺激剤および殺虫活性成分を含浸した不撚布
またはスポンジ状物体を含む、前記ゴマダラカミキリ防除材に関する。
【００２１】
　式Ｉの化合物は、合成することが可能であるため、光学活性な生理活性物質の前駆体ま
たはリード化合物として極めて有用である。
　とくに、式Ｉの化合物群には昆虫の体表物質が包含されているため、外敵からの防御物
質、例えば制菌性物質、抗菌性物質、忌避物質が包含されている可能性がある。
　また、式Ｉの化合物は前記サルコマイシンと構造的に類似しているため、抗生物質とし
ての活性を有することが期待される。
【００２２】
　さらに、式Ｉの化合物群にはゴマダラカミキリの性刺激活性化合物が包含されていると



(7) JP 4621904 B2 2011.2.2

10

20

30

40

ころ、自然界にはある光学活性体の鏡像異性体またはジアステレオマーが、より高い活性
を有する場合、当該化合物の活性を阻害する活性を有する場合、他の類縁種に対する同様
な活性を有する場合等があることが知られている。
　すなわち、式Ｉの化合物は、光学活性な生理活性物質の前駆体またはリード化合物とし
て極めて有用である。
【００２３】
　本発明者らは、ゴマダラカミキリの雄成虫に対して顕著な活性を有する成分を雌成虫か
ら抽出分画し、前記のとおり活性画分が３群あることを同定し、該活性画分の１群に含有
される成分数を特定した上で、前記活性化合物はいずれも前記１５－メチルヘントリアコ
ンタンおよび４－メチルオクタコサンより極性が高く、複雑な構造を有する化合物であっ
たため、ＭＳ、ＮＭＲおよび微量化学反応等を用いて、前記１群に含有される全活性化合
物の構造を特定した。その結果、本発明者らは、光学活性な新規化合物である前記化合物
１、２および３を見出した。
【００２４】
　さらに本発明者らは、前記化合物１、２および３が、ゴマダラカミキリ雄に顕著な活性
を示すことを確認し、また、前記３群のうちの２群以上を含むもの、とくに３群の全てを
含む性刺激剤（組成物）が、いずれかの群の成分を欠いたものより雄成虫に対する活性が
遙かに優れたものであることを見出した。
【００２５】
　すなわち、本発明者らは、ゴマダラカミキリ防除に関する上記事情に鑑み、ゴマダラカ
ミキリの性フェロモンの研究を行い、雄に対して顕著な活性を有する新たな成分をゴマダ
ラカミキリの雌成虫から抽出・同定した。
【００２６】
　本発明は、上記の通り、ゴマダラカミキリの接触性フェロモン物質の探求を端緒として
、構造の全く予見し得ない一群の化合物の存在を確認し、該化合物の単離、構造解析の結
果、これらの化合物が産業上有用な３－オキサビシクロ［３．３．０］オクタン骨格を有
する物質であることを見いだしたものである。すなわち、本発明は、ゴマダラカミキリの
体表物質を抽出することによって、高付加価値な光学活性体の供給を可能ならしめたもの
である。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の式Ｉの化合物によれば、高付加価値を有する光学活性な生理活性物質の前駆体
またはリード化合物を極めて簡便に得ることができる。
　また、本発明の式Ｉの化合物のうち、Ｒ１がメチル基であり、Ｒ２が式ＩＩ
【化８】

であるものは、より高い生物活性を有する。したがって、該化合物によれば、より高い付
加価値を有する光学活性な生理活性物質が提供される。
【００２８】
　また、本発明の下記化合物：
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【化９】

は、ゴマダラカミキリの性刺激活性を有するのみならず、ゴマダラカミキリの体表に存在
するという特徴を有するため、前記化合物によれば、外敵からの防御物質、例えば制菌性
物質、抗菌性物質、忌避物質の前駆体またはリード化合物が提供されることが期待される
。
【００２９】
　さらに、前記化合物１、２および３からなる群の１種または２種以上を有効成分として
含む、本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤によれば、ゴマダラカミキリの生殖行動を攪
乱することによってゴマダラカミキリの生息個体数を低減せしめ、ゴマダラカミキリの防
除を行うことができる。しかも、本発明の前記ゴマダラカミキリの性刺激剤によれば、防
除対象害虫以外の生物に対する安全性を確保したままゴマダラカミキリの防除を行うこと
ができる。
【００３０】
　とくに、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘキサコサン、４－メチルオクタコサ
ン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサン、１５－メチルヘントリアコンタン
、１５－メチルトリトリアコンタン、１０－ヘプタコサノン、（Ｚ）－１８－ヘプタコセ
ン－１０－オン、（１８Ｚ，２１Ｚ）－１８，２１－ヘプタコサジエン－１０－オンおよ
び（１８Ｚ，２１Ｚ，２４Ｚ）－１８，２１，２４－ヘプタコサトリエン－１０－オンか
らなる群からの１種または２種以上をさらに含む、本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤
によれば、ゴマダラカミキリの防除をさらに一層効果的かつ安全に行うことができる。
【００３１】
　前記ゴマダラカミキリの性刺激剤を有効成分として含む、本発明のゴマダラカミキリ防
除材によれば、ゴマダラカミキリの防除をより簡便に行うことができる。
　また、さらに殺虫活性成分を含む、本発明のゴマダラカミキリ防除材によれば、ゴマダ
ラカミキリの防除を速効的に行うことができる。
　さらに、ゴマダラカミキリの性刺激剤を塗布したゼラチンカプセル、ガラス片、金属片
またはプラスチック片を含む、本発明のゴマダラカミキリ防除材によれば、ゴマダラカミ
キリの防除をさらに簡便に行うことができる。
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　そして、ゴマダラカミキリの性刺激剤および殺虫活性成分を含浸した不撚布またはスポ
ンジ状物体を含む本発明のゴマダラカミキリ防除材によれば、ゴマダラカミキリの防除を
簡便かつ速効的に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　本発明は、式Ｉの新規な化合物（物質）を提供するものであり、さらに当該新規物質の
１種または２種以上を活性成分（有効成分）として含有することを特徴とするゴマダラカ
ミキリの性刺激剤およびゴマダラカミキリ防除材を提供するものである。以下、本発明を
さらに詳細に説明する。
【００３３】
　前記のとおり、本発明の化合物は、式Ｉ
【化１０】

式中、Ｒ１およびＲ２は、相互に独立して、１～１０個の炭素原子を有する飽和または不
飽和の直鎖または分枝アルキル基であり、これらの基は置換基として水酸基を有していて
もよく、そして破線部を含む二重結合は、単結合であることができる、
で表される化合物である。
【００３４】
　式Ｉの化合物のうち、Ｒ１がメチル基であるものは好ましい。また、Ｒ２が２～８個の
炭素原子を有する飽和または不飽和のアルキル基であるものが好ましく、Ｒ２が
【化１１】

であるものはとくに好ましい。
【００３５】
　したがって、式Ｉの化合物のうち、Ｒ１がメチル基であり、Ｒ２が式ＩＩで表される基
であるものは極めてとくに好ましい。
【００３６】
　本発明の式Ｉの各化合物には、ジアステレオマーおよび鏡像異性体が存在するが、本発
明の化合物はこれらのジアステレオマーおよび鏡像異性体のいずれをも包含する。
　したがって、Ｒ１がメチル基であり、Ｒ２が式ＩＩで表される基である式Ｉの化合物は
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【化１２】

【００３７】
　これらの化合物のうち、下記化合物：
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【化１３】

は、ゴマダラカミキリの性刺激活性を有するのみならず、ゴマダラカミキリの体表に存在
するという特徴を有するため、前記化合物によれば、外敵からの防御物質、例えば制菌性
物質、抗菌性物質、忌避物質の前駆体またはリード化合物が提供されるため好ましい。
【００３８】
　また、本発明の化合物のうち、前記化合物１、２および３は、ゴマダラカミキリ雌成虫
からのエーテル抽出、カラムクロマトグラフィーおよび高速液体クロマトグラフィーによ
る分離によっても得ることができる。
【００３９】
　したがって、式Ｉの化合物は、ゴマダラカミキリの性刺激剤の成分としても用いること
ができる。とくに、前記化合物１、２および３からなる群の１種または２種以上を有効成
分として含む、ゴマダラカミキリの性刺激剤は高活性を有するため好ましい。
【００４０】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤のうち、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチル
ヘキサコサン、４－メチルオクタコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサ
ン、１５－メチルヘントリアコンタン、１５－メチルトリトリアコンタン、１０－ヘプタ
コサノン、（Ｚ）－１８－ヘプタコセン－１０－オン、（１８Ｚ，２１Ｚ）－１８，２１
－ヘプタコサジエン－１０－オンおよび（１８Ｚ，２１Ｚ，２４Ｚ）－１８，２１，２４
－ヘプタコサトリエン－１０－オンからなる群からの１種または２種以上をさらに含むも
のは、さらに高活性であるためより好ましい。
【００４１】
　本発明に係る性刺激剤の活性成分である前記化学構造を持つ化合物１、２および３を小
さな物体表面に処理した場合、これにふ節や触角などで接触したあるいは近辺に存在する
ゴマダラカミキリの雄に対し、刺激活性を示すと共に、それを抱き込みさらに腹部末端の
先端を小物体の下部に押しつけるという一連の行動を引き起こす活性を示す。この一連の
行動は、生きている雌に対する行動と全く同一で区別できない。
【００４２】
　この活性は、例えば長さ３０ｍｍ、幅１０ｍｍ、高さ１０ｍｍ程度の様々な物体、例え
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ば、ゼラチンカプセルやガラス片、金属片、プラスチック片などの表面で雄成虫が接触可
能な状態に処理することによって発現させることができる。
【００４３】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤は、有効成分である化合物１、２および３からな
る群からの１種または２種以上を含むものであれば、その他の成分に特に制限はない。ま
た、ゴマダラカミキリの性刺激剤の有効成分として化合物１、２および３からなる群から
の２種以上を含む場合、それらの有効成分である化合物の含有比率も限定されない。
【００４４】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤の活性は、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチ
ルヘキサコサン、４－メチルオクタコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコ
サン、１５－メチルヘントリアコンタン、１５－メチルトリトリアコンタン、１０－ヘプ
タコサノン、（Ｚ）－１８－ヘプタコセン－１０－オンからの任意の炭化水素類、および
／または１０－ヘプタコサノン、（Ｚ）－１８－ヘプタコセン－１０－オン、（１８Ｚ，
２１Ｚ）－１８，２１－ヘプタコサジエン－１０－オン、（１８Ｚ，２１Ｚ，２４Ｚ）－
１８，２１，２４－ヘプタコサトリエン－１０－オン（ケトン類）の１種または２種以上
と共に併用された場合にも増強される。したがって、本発明のゴマダラカミキリの性刺激
剤のうち、前記炭化水素類および／またはケトン類をさらに含むものは好ましい。
【００４５】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤のうち、前記炭化水素類および／またはケトン類
をさらに含み、化合物１、２および３のうち化合物３のみを含むものはとくに高活性であ
るためより好ましい。また、本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤のうち、化合物１、２
および３を含み、前記炭化水素類および／またはケトン類をさらに含むものはさらに高活
性であるためとくに好ましい。
【００４６】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤は、１～２雌当量の処理量においてもゴマダラカ
ミキリ雄成虫に対して性刺激活性を示す。したがって、実防除場面において、本発明のゴ
マダラカミキリの性刺激剤は、当該当量範囲の処理量もしくはそれ以上の処理量での使用
が好適である。
【００４７】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤は、化合物１、２および３からなる群からの１種
または２種以上を変性させない溶媒に溶解することによって好適に用いられる。前記溶媒
としては、ｎ－ヘキサン、酢酸エチルおよびメタノール、エタノールのようなアルコール
類が挙げられる。
【００４８】
　本発明のゴマダラカミキリの性刺激剤を有効成分として含む、ゴマダラカミキリ防除材
によれば、ゴマダラカミキリの防除をより簡便に行うことができる。例えば、ゴマダラカ
ミキリ防除材として、ゴマダラカミキリの性刺激剤を適切な溶媒（ｎ－ヘキサン、酢酸エ
チル、アルコール類）に溶解して塗布した小物体（ゼラチンカプセルやガラス片、金属片
、プラスチック片等）を用いた場合、該防除材をゴマダラカミキリ発生域に設置または散
布することによって、雄成虫が性刺激剤を含む該防除材に長時間逗留し雌成虫との交尾の
機会が減少するため、次世代の生息密度を減じることができる。
　小物体の大きさは、例えば長さ約２０から約３０ｍｍ、幅約５～約１０ｍｍ、高さ約５
～１０ｍｍ程度であればよい。小物体の形状は円筒状、角柱状、球状等が挙げられる。
　前記ゴマダラカミキリの性刺激剤を塗付した小物体を防除対象区域に設置または散布す
ることによって、ゴマダラカミキリを防除することができる。
【００４９】
　また、前記ゴマダラカミキリ防除材に殺虫活性成分をさらに塗布せしめたものを用いれ
ば、ゴマダラカミキリの生息密度をより速効的に減じることができるため好ましい。
　殺虫活性成分としては、各種合成殺虫活性成分（有機リン、カーバメート、合成ピレス
ロイド等）および／または生物由来の殺虫活性成分（Beauveria bassiana（白きょう病菌
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）等の昆虫病原糸状菌等）が挙げられる。とくに、生物由来の殺虫活性成分は、標的外生
物に対する安全性が高いため好ましい。
【００５０】
　白きょう病菌のように、合成殺虫活性成分に比してやや速効性に劣る成分を用いる場合
においても、本発明のゴマダラカミキリ防除材を用いれば、ゴマダラカミキリ雄成虫は本
発明の性刺激剤の作用によって、前記防除材により長時間逗留し殺虫活性成分に曝露され
る時間が長くなるため、該成分の効力を十分に発揮せしめることができる。
　殺虫活性成分を併用する場合には、本発明のゴマダラカミキリ防除材は、本発明のゴマ
ダラカミキリ性刺激剤を含浸した不撚布またはスポンジ状物体であってもよく、かかる防
除材によれば、ゴマダラカミキリの生息密度をより速効的かつ簡便に減じることができる
ため好ましい。
　前記不撚布またはスポンジ状物体を含むゴマダラカミキリ防除材は、樹幹の周囲に巻く
ことによって、ゴマダラカミキリを防除することができる。
【００５１】
　次に、実施例を掲げ、活性成分物質の活性試験及び活性物質の単離と同定について詳細
に説明するが、本発明はこの実施例に限定されるものではない。
【実施例】
【００５２】
（実施例１）活性成分物質の単離及び同定
　活性成分の追跡は、直径１２ｍｍ、長さ３５ｍｍで両端を丸めたガラス棒（以下、俵型
ガラス片という）の表面に塗布した試料に触れたゴマダラカミキリの雄の行動を観察する
検定法によった。
　野外から採集したゴマダラカミキリの雌成虫５２８頭分の鞘翅をエーテル８００ｍｌで
３回それぞれ５分間抽出し、抽出物は合わせた。抽出物はヘキサンに転溶しシリカゲルカ
ラムクロマトグラフィーにより分画し、順にヘキサンで溶出される画分（以下ヘキサン画
分と記す）、１０％酢酸エチルを含むヘキサンで溶出される画分（以下、１０％酢酸エチ
ル画分と記す）及び酢酸エチルで溶出される画分（以下、酢酸エチル画分と記す）を得た
。
【００５３】
　そこで、ヘキサン画分をガスクロマトグラフ直結質量分析計（ＧＣ－ＭＳ）を用いて分
析し、質量スペクトルから、ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘキサコサン、４－
メチルオクタコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサン、１５－メチルヘ
ントリアコンタン、１５－メチルトリトリアコンタンなどの炭化水素類が含まれているこ
とが判明した。分画された画分（各１雌当量）の活性を試験したところ、合成炭化水素類
（ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘキサコサン、４－メチルオクタコサン、９－
メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサン、１５－メチルヘントリアコンタン、１５－
メチルトリトリアコンタンの混合物）、１０％酢酸エチル画分、及び酢酸エチル画分を混
合することにより強い活性が認められた（表１）。
【００５４】
【表１】

【００５５】
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　また、１０％酢酸エチル画分を高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用いて分画
し、ＧＣ－ＭＳ、核磁気共鳴装置（ＮＭＲ）を用いた機器分析や微量化学反応を組み合わ
せて分析したところ、この画分には１０－ヘプタコサノン、（Ｚ）－１８－ヘプタコセン
－１０－オン、（１８Ｚ，２１Ｚ）－１８，２１－ヘプタコサジエン－１０－オン、（１
８Ｚ，２１Ｚ，２４Ｚ）－１８，２１，２４－ヘプタコサトリエン－１０－オンなど、ケ
トン類が含まれていることが判明し、これらのケトン類混合物には１０％酢酸エチル画分
に相当する活性が認められた。
【００５６】
　次に、酢酸エチル画分を高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用いて分析したと
ころ、３つのピークが認められたため、それぞれのピークを分取して対応する物質を単離
した。なお、ＨＰＬＣにはＯＤＳカラムを用い、溶出液として５２％メタノール／水から
５４％メタノール／水を用い、グラジエント０．２％／ｍｉｎであり、化合物１、２およ
び３のリテンションタイムは、それぞれ９．１５、１０．８および１１．２分であった。
また、前記５２８頭のゴマダラカミキリ雌成虫から得られた化合物１、２および３の収量
は約５００μｇであった。
【００５７】
　単離された物質、すなわち化合物１、２および３の活性（各１雌当量）を試験したとこ
ろ、合成炭化水素類（ヘプタコサン、ノナコサン、４－メチルヘキサコサン、４－メチル
オクタコサン、９－メチルヘプタコサン、９－メチルノナコサン、１５－メチルヘントリ
アコンタン、１５－メチルトリトリアコンタンの混合物）、１０％酢酸エチル画分、及び
化合物３あるいは化合物１、２および３を混合することにより強い活性が、合成炭化水素
類、１０％酢酸エチル画分、及び化合物１あるいは化合物２を混合することにより中程度
の活性が認められた（表２）。
【００５８】
【表２】

【００５９】
　次に活性の認められた化合物１、２および３の化学構造を推定、決定するためにＧＣ－
ＭＳ、核磁気共鳴装置（ＮＭＲ）、高分解能質量分析計（ＨＲ－ＭＳ）、紫外・可視分光
測定装置（ＵＶ－ＶＩＳ）及び円２色性測定装置（ＣＤ）を用いた機器分析を組み合わせ
て分析し、詳細に検討したところ、これらの化合物は前記の化学構造を持つことが判明し
た。これらはすべて新規物質であり、シクロペンテノン（化合物１および２）またはシク
ロペンタノン（化合物３）と、二重結合を有するアルコール側鎖を３位に持つ５員環ラク
トンが縮環しているという特徴を持つ構造を有する下記化合物である。
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【００６０】
　これらの化合物のスペクトルデータ（ＮＭＲ、ＨＲ－ＭＳ、ＵＶ、ＣＤ）の一部を示す
（表３～５および図１～１２）。
【００６１】
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【表３】

【００６２】
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【表４】

【００６３】
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【表５】

【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本発明の化合物によれば、高付加価値を有する光学活性な生理活性物質の前駆体または
リード化合物を極めて簡便に得ることができる。また、本発明のゴマダラカミキリの性刺
激剤および／またはゴマダラカミキリ防除材によれば、ゴマダラカミキリの防除を低コス
トでかつ安全に行うことができる。したがって、本発明は、医薬産業、農薬産業、害虫防
除産業およびこれらの関連産業の発展に寄与するところ大である。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】（１）のプロトン核磁気共鳴（１ＨＮＭＲ）スペクトルである。
【図２】（２）のプロトン核磁気共鳴（１ＨＮＭＲ）スペクトルである。
【図３】（３）のプロトン核磁気共鳴（１ＨＮＭＲ）スペクトルである。
【図４】（３）の高分解質量（ＨＲ－ＭＳ）スペクトルである。
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【図５】（３）の高分解質量（ＨＲ－ＭＳ）スペクトルである。
【図６】（３）の高分解質量（ＨＲ－ＭＳ）スペクトルである。
【図７】（１）の紫外吸収（ＵＶ）スペクトルである。
【図８】（２）の紫外吸収（ＵＶ）スペクトルである。
【図９】（３）の紫外吸収（ＵＶ）スペクトルである。
【図１０】（１）のＣＤ（円２色性）スペクトルである。
【図１１】（２）のＣＤ（円２色性）スペクトルである。
【図１２】（３）のＣＤ（円２色性）スペクトルである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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